特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　２月１０日　342号
第28回京都木津川マラソン大会　晴天で最高の大会に　里山の会　スタッフ62名が応援　月末に大雪を降らした厳しい寒さが遠のき4・5日の準備も含めて、これまでにない最高の天気が続きました。まるで小春日和のような温かさでした。この温かさのためか、準備作業に当たっても何かゆとりがあって、すごく順調にはかどり、例年になく早く完了しました。大会当日、前年の最下位走者には、正規の10時スタートから8時にスタートをしていただくアーリスタートを試行したので、終了が2時間早くなりました。これは昨年一昨年とゴールが午後8時となり2時間以上真っ黒な中での走行で危険回避のため取り入れたもので、大変大きな効果がありました。さて里山の会が受け持った部署での反省点を上げてみますと eq \o\ac(○,1)コース整備係りでは、年間を通じたコース点検の実施、その結果明らかになった不良箇所の対策の実施、ゲートの施錠の開閉点検、走行コース上に設置されているバリアーの撤去と撤去不可能なバリアーへの蛍光色の明示テープの巻きつけ、そして案内予告看板の設置と撤去、コースの高低差の大きい段差箇所への土砂土嚢による安全整地対策の実施、後片付け終了後の白線消去作業の実施。 eq \o\ac(○,2)　手原川エイドでは昨年より1名減少の15名で最盛期にはてんてこ舞いの忙しさ、新設のトイレは常時5～6人の行列が出る盛況ぶり（来年は2台に増設が必要）。紙コップ6000個のうち4800個を使った。 eq \o\ac(○,3)駐車場は昨年並み、当日車が増加傾向にある。南駐車場の並べ方に工夫が必要　東駐車場はこれ以上は入れない満杯となる。スタッフの駐車券明示がされてなく、無法者的侵入になっている。最悪のモラルである。 eq \o\ac(○,4)選手輸送　前年度比較では大幅な利用者の減少となる。無料送迎バスの影響か。これまでは選手輸送についてタクシー会社に協力を要請し、快く地元貢献として快諾いただいたという経過がある。今回の無料バスの実施について慎重な検討が必要である。 eq \o\ac(○,5)　うどん　責任者的な人に挨拶すると「高齢者は使いにくい」と指摘された、また終了時には、「来年も元気だったら又会いましょう」と挨拶された。私は74歳になっても協力しようと思って要請に応えてきたが、気分が悪くなった。何とか頑張ってきたが、このような方がおられるのなら来年は協力できない。人の扱いがきつい。 eq \o\ac(○,6)あめゆ　7.5本使用で2200人分をサービスした。 eq \o\ac(○,7)桂川上流部の協力看板の設置と撤去　1月早々に設置し2月8日に撤去した。（4人で20箇所20本分）
厳しい意見もありましたが、次回に改善してほしいと思います。

京都植物誌目録ノート説明会準備進む　　福知山市役所などへ案内　8日には、京都府山城振興局地域力再生プロゼクト担当課と打合せ、旧京都府福知山振興局、保健所、福知山市役所地域力再生プロゼクト担当課、広報課、福知山市役所新聞記者室、を訪問し協力要請。また福知山市立植物園や藍染めの塩見さんを訪ね協力要請、そして夜久野の末広ライフセンターに協力要請を行いました。14日及び22日には京丹後市峰山を訪ね協力要請予定。18日と22日にはもう一度福知山市や大江町を訪ね参加案内の予定。皆さんの現地のご友人にご案内下さい。
冬の野鳥観察会　参加者募集　13日（日）9時集合　木津川流域センター　会場の開橋では山や野原、河原、水辺の野鳥が数多く観察できる木津川きっての観察場です。　
木津川展　ご来場大歓迎　13日（日）～19日（土）10時～15時　木津川流域センター　連日開館今年から展示会実行委員会を結成し、河川レンジャーが事務局を受け持って、木津川沿線で活動される諸団体の活動紹介とあわせて交流を深め合い、木津川をもっと身近に感じようと展示会を開催します。参加団体は9団体で展示されます。
ＵＲへの申入れ　本文を紹介します
独立行政法人都市再生機構       　　　　2011年2月5日
関西文化学術研究都市事業本部　事業部長　中川　雅永　様
　　　　 ＮＰＯ法人やましろ里山の会  理事長　黒光　輝政
申　入　書
　過日ご返答頂きました件につき、再度申し入れをさせて頂きます。
また、12月27日に申入書の提出と同時にいろいろお願いをさせて頂きました。その点も併せて、以下の件につきまして2月10日までにご返答頂くよう申し入れます。
１　テープ録音については、そのデータを1月5日頃に渡すということで了解した経緯が　　あります。記録されていなかったということですが、経緯から見てその対応は納得できるものではありませせん。この点での説明をお願いするものです。
２　京都府に提出されたカスミサンショウウオの捕獲許可申請書一式を開示されたい。
私達の聞いたところでは、京都府はこの計画を里山の会に示すよう指示されているとの　　ことであり、12月27日にはＵＲ自ら確約されたものです。
３　北地区移住予定地の科学的な調査データをお知らせ下さい。
また、生育繁殖できるという具体的な根拠と資料をお知らせ下さい。北地区移住予定地の優れている点について具体的な資料に基づいてご説明下さい。また、その地の弱点や課題もお知らせ下さい。
４　今後の捕獲作業について、里山の会としても立ち会いを希望しており、具体的な計画と予定をお知らせ下さい。また既に一部実施済みの場合は、その結果を具体的な数値でお知らせ下さい。
５　移植後の確実な保全のための計画をお知らせ下さい。
　　1月22日の「木津川沿川活動団体交流会」での夏原先生の講演では、採集した卵の一部を成体になるまで飼育した上で移植することで、保全を確実にし、全滅の危険も回避できるというお話しがありました。こうした点も含め、移植後の保全計画を開示されたい。
６　前回の申し入れの際、保全のためには地元諸団体の協力が必要だという点は、お互い　　に一致しました。そして里山の会としても、積極的に保全に協力すると表明しました。　　会としては、１～５の申し入れもその立場に立って行っているものです。この点についてのＵＲの見解をお知らせ下さい。　
　なおこの申入書は、各新聞社にも送付済みですので、申し添えておきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
9日に回答期日の延期の連絡　蛭川さんからfaxがありました

やましろ里山の会 メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　

電話0774－64－4183　

ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/　

今年度は設立10周年記念の年です。　250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。　　絶大なご協力をお願いします


















